








氏  名  （本  籍）           田中 みわ子（ 福岡県 ） 
学  位  の  種  類           博  士（   文学    ） 
学  位  記  番  号           博  乙  第 2674 号 
学 位 授 与 年 月 日         平成２６年１月３１日 
学 位 授 与 の 要 件         学位規則第４条第２項該当 
審  査  研  究  科           人文社会科学研究科 
学 位 論 文 題 目            障害の身体におけるコミュニカビリティの研究 
                ―芸術と日常の実践を中心に—— 
 
主                査       筑波大学     准教授    博士（文学）   山口惠里子 
副                査    筑波大学    教授     博士（文学）  川那部保明 
副                査       筑波大学    准教授    博士（哲学）   廣瀬 浩司 
副                査    首都大学東京 教授   Ph.D.     杉野 昭博 
              人文科学研究科 









ニカビリティを捉え、本論文の視座を提示した。第 1 章では、イギリスの学術雑誌 Disability Arts 




障害のある人が「いつも耳にする言葉」である “What happened to you?” という問いかけは、障害の
ある人に「公的な物語」を語ることを求めているが、『テイレシアス』のパフォーマンスは、その問い
に抗い、物語に「裂け目」を入れ、物語を変容させることを要請する。第３章では、アイルランドのア






























審    査    の    要    旨 
 
 障害のある身体の表現が、他の身体との相互交渉の場をどのように創出し、その場においてどのよう
な新たな意味を生み出しているのか。本論文は、この場をコミュニカビリティが作用する場として捉え、
そのコミュニカビリティの多様な作用の仕方を、イギリス、アイルランド、アメリカ、日本、ベルギー
の芸術実践と日常表現の場において追跡し、障害の身体の表現が様々なコミュニカビリティを誘発して
いることを明らかにした。その多様なコミュニカビリティが働く場で、障害の身体は他の身体との関係
において新たな意味を生成している。このように、本論文は障害のある身体の表現を、他なる身体との
間にコミュニカビリティを生み出す創造的な表現と捉え、社会的逸脱あるいは社会的抑圧という認識の
枠組みを乗り越えるべく、コミュニカビリティの場のなかに障害の身体と他なる身体を置き、その場に
おける両者の交渉のあり方、すなわち「共にある身体」のあり方を考察することを試みた。 
 本論文がその考察の手がかりとしたのは、イギリス障害学における身体研究と、D. リーダーのディ
ス・アピアランスの概念である。イギリス障害学の研究史をたどることにより、本論文は障害学におけ
る身体研究と文化研究の必要性と可能性を開いた。また、本論文は、身体とその経験に迫るイギリス障
害学のアプローチに、リーダーのディス・アピアランス概念を寄り添わせることにより、障害の身体と
他なる身体のミクロなコミュニケーションの研究へと展開している。障害のある／ない身体が相互にデ
ィス・アピアランスを感覚したときに表現は生まれる。それゆえ、ディス・アピアランスは、否定的な
場ではなく、積極的な創造の場、コミュニカビリティが作用する場なのである。 
 この場を芸術実践の場として分析した点は、本論文の独創性がとくに現れている点である。これまで
の社会科学のアプローチでは、障害の身体が意味を生み出していくプロセス——本論文の事例から言え
ば、障害の身体が障害を主題化していくプロセス——を描き出すことは困難だったが、本論文はアーティ
ストや知的障害者の芸術団体が鑑賞者との間に出現させたコミュニカビリティの場を丹念に分析し、そ
のプロセスを追跡することに成功した。 
 芸術作品にあらわれた「障害の表象」など研究対象とする人文学的障害学は、日本では先行研究がき
わめて少なく、とくに欧米の障害のあるアーティストの作品についての研究はほとんど存在しない。本
論文は、研究対象とした欧米の芸術作品を、関連資料の分析やアーティスト本人へのインタヴュー等も
行ったうえで考察し、ディスアビリティ・アートの実践を「社会と障害のある身体との相互作用（境界
性）」において実践される障害をめぐる社会運動として論証し、日本の障害学に重要かつ独自の貢献を
果たした。その「相互作用」の議論は、障害をもつ（アーティストの）身体と障害をもたない（鑑賞者
の）身体のミクロなコミュニカビリティの場の記述に支えられている。その場で、意味されるもの／意
味するもの、私的身体／公的物語、行為者／鑑賞者といった二項の対立関係が反転し、あるいは揺らぐ
のだが、本論文の著者はそのような場を記述する力をそなえ、人文学としての障害学の可能性を開いた。 
 質疑応答では、キュッパースのパフォーマンスが問題とする健常者の公的な物語と、障害の身体の私
的な身体の出会いについて説明が求められた。この出会いもコミュニカビリティの場に生じるものだ
が、公的な物語も私的な身体も変容していくことをふまえれば、その二つの接触を「出会い」と捉えた
点は議論の余地が残されている。「出会い」は、本論文が問う、障害の身体と他の身体が交渉するコミ
ュニカビリティの場がもつ揺動性を固定してしまうことになるからである。この揺動の場における公的
物語と私的身体のそれぞれの変容こそが、新たな意味が生成する社会的プロセスといえるだろう。この
ミクロな交渉の場は、マクロな社会的場にも作用する。したがってコミュニカビリティの場で生じた「意
味」がいかに社会的な場へと転移し、浸透していくのか、あるいはそこに反発や拒絶はないのか、とい
った問題を今後考察する必要がある。またそのようなマクロな場を考察するにあたり、イギリス、アイ
ルランド、アメリカ、日本、ベルギーといった多様な地域の文化や政治、そして身体性のありようを描
きだすことにより、コミュニカビリティが生成する場の深層にさらに迫ることになるだろう。これらの
点はいずれも本論文にとって重要な課題であり、さらなる研究が期待される点だが、障害の身体の創造
的表現を多様なコミュニカビリティの多様な場から明らかにした本論文の価値を貶めるものではない。 
平成２５年１１月１９日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、
著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第１０条（１）に該当することから免除し、審議の
結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
